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プログラミング実習の取り組み方と評価の基準 

 

プログラミングとは？ ～学習の目的～ 

 

「プログラミング」とは、プログラミング言語を使用して、コン

ピュータに順番に指示を出すことによって、意図した動作をさせる

ことです。 

 

コンピュータが動作をするための設計をし、その設計がうまくい

くかを確認し、うまく動作しなかった場合は誤りを修正して、動作

を成功させるまでの一連の作業のことです。 

 

私たちの身近で「プログラミング」が活用されているものでは、 

 ウェブサイト（Yahoo!、Googleなど） 

 スマートフォンアプリ（LINE、Googleマップなど） 

 企業システム（ATM、在庫管理システム、営業支援シス

テム、顧客情報管理システム、配送管理システムなど） 

 ゲーム 

 人工知能、車の自動運転 

などがあどがあります。 

 

これらにより多くの社会の課題が解決されてきました。それと同

時に新たな課題も生まれてきています。 

それらの課題を解決するための１つの手段がプログラミングです。 

 

プログラミングを学ぶ目的は、「生活や社会における問題を解決し、

望ましい情報社会の構築し、ビジネスと社会の発展に貢献すること」

です。 

 

 

 

javaの特徴 

 

プログラミング言語には様々なものがあります。 

今回は、VM（バーチャルマシン）さえ稼働していれば、パソコン

やスマートフォンやカーナビなどのさまざまな環境（プラットフォ

ーム）で動かすことができる java言語を使ってプログラミングを学

んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 実習予定 

 

4月 ・教科書例題を使い、「入力」「コンパイル」 

「実行」の手順を学び、簡単なエラーを自

分で見つけて「デバッグ」できるようにす

る 

・基本的な javaの文法を学ぶ 

5月～9月 ・実習課題1～9 

・前期期末考査 

10月～1月 ・実習課題10～17 

2月～3月 ・後期期末考査 

・実習課題の残り 

・来年の検定試験に向けて 

 

 

２ 実習の手順 

 

プログラミングの実習はすべて次の手順で行います。 

手順を飛ばして完成させても、検印は押しません。 

理由は、前の段階の設計ができていないのに、次の段階ができ

るわけがないからです。 

 

問題分析    処理条件を確認して整理 

 ↓ 

流れ図     処理の手順を図で整理する 

 ↓ 

コーディング  流れ図からプログラムを書く 

 ↓ 

プログラム入力 エディタで入力する 

 ↓ 

テストラン   正しく動くかテストする 

    ↓ 

    ↓ エラーがあったら 

    ↓ 

   デバッグ    エラーを見つけて修正する 

    ↓ 

    ↓ エラーが直ったら 

    ↓ 

   完  成    データや設計用紙を整理して 

    ↓         点検と検印 

   次の課題へ 

 

 

 

 

３ 実習の評価 

 

  （１）評価全体の３０％を実習で評価します。 

 

     例：考査が80点、実習が40点の場合 

       考査（70%）80点→56点 

       実習（30%）40点→12点  

                計68点の評価 

 

 （２）実習の評価は次の基準で行います 

   ・授業でやった実習課題まで完成しているか 

   ・完成とは左の「手順」をすべて飛ばさずに行っており 

    以下のものがすべてそろっていることが条件です。 

 

設
計
用
紙 

①出力設計 実行結果の表示を設計する 

②変数の設計 
処理に使う変数名とデータ型

を設計する 

③流れ図 処理手順を図に整理する 

④コーディング 
上の①～③をもとに、java言語

でプログラムを記述する 

デ
ー
タ 

完成したプログ

ラム 

設計したプログラムを実際に

入力し、正しい実行結果が得ら

れるようにする 

 

 

４ 実習上の注意 

 

（１）全員の完成を待たずに次の課題へ進みます。 

   新しい課題を一斉に説明するときには、自分がそこまで 

   進んでいなくても、必要なことを書き込み、しっかり説明 

   を聞いてください。 

（２）紙ファイルは、課題ごとに綴じて整理してください。 

   またサーバ上のデータも正しい名前を付けて整理してくだ 

   さい。 

（３）サーバに保存されているデータは、評価のもとになる大切な 

ものです。 

ほかの人のフォルダやデータに触れることは一切禁止します。 

（４）エラーを直したらプログラムのデータを直すだけでなく、 

   流れ図やコーディングなども直しておいてください。 

   （実際のデータと紙に書いたものが一致していること） 
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はじめ 

 

 

namaeを 

入力 

 

 

 

bokiを 

入力 

 

 

johoを入力 

 

 

 

boki  +  joho 

    → gokei 

 

 

namae 

gokei 

  を表示 

 

 

gokei／２ 

   → heikin 

 

 

 

heikinを表示 

 

 

おわり 

実習課題１ 点数の入力と表示（入力・演算・表示） 
 

キーボードから名前、国語、数学の成績を入力し合計と平均を表示する。 

 

１ 入力データ 

名前 簿記 情報処理 

×× ×× ×× 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

 

（１）キーボードから名前を入力する。 

（2）平均はつぎの式で計算する 

 

合計 ＝ 簿記の点数 ＋ 情報処理の点数 

平均 ＝ 合計 ÷ ２ 

 

 （3）ただし、平均は小数点以下は切り捨てる 

 

（3）名前、合計、平均を実行結果のようにディスプレイに表示する。 

 

４ 変数 

 

名前 簿記 情報処理 合計 平均 

namae boki joho gokei heikin 

String int int int int 

 

 

 

 

 

５ 流れ図とコーディング 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前を入力してください 

yasuda 

簿記の点数を入力してください 

80 

情報処理の点数を入力してください 

90 

yasuda さんの点数は170 

yasuda さんの平均は85 

 

 

import java.util.Scanner;                

public class  kadai1 {              

public static void main(String[] args) {       

Scanner sc = new Scanner(System.in);       

String  namae;                  

int boki;                    

int joho;                   

int gokei 

int heikin ;                                      

System.out.println("名前を入力してください");    

namae = sc.next() ;                               

System.out.println("簿記を入力してください");    

boki = sc.nextInt();                           

System.out.println("情報処理を入力してください");    

joho = sc.nextInt();                          

gokei = boki + joho 

System.out.println( namae  + "さんの点数は" +    

gokei);                               

heikin = gokei / 2 ;                   

System.out.println                               

(namae + "さんの平均は" + heikin);                   

}                                                    

}                                                        
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実習課題２ 合計と平均（繰り返し処理・ダウントータル・件数カウント） 
 

キーボードから番号、国語、数学の成績を入力し合計と平均を表示する。 

 

１ 入力データ 

番号 国語 数学 

×× ×× ×× 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

 

１．キーボードから番号と国語・数学の点数を入力する。 

２．番号に0が入力されるまで処理を繰り返す 

２．処理を終了したら実行結果のように国語と数学の合計と平均をディスプレイに表示する。 

 

４ 変数 

 

番号 国語 数学 人数 国語合計 数学合計 国語平均 数学平均 

ban koku su nin kokukei sukei kokuhei suhei 

int int int int int int int int 

 

 

 

 

５ 流れ図とコーディング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号を入力してください 

1 

国語を入力してください 

80 

数学を入力してください 

90 

 

-----（途中省略）----- 

 

番号を入力してください 

0 

 

 

国語の合計    ×× 

数学の平均    ×× 

 

import java.util.Scanner; 

public class  kadai2{ 

public static void main(String[] args) { 

Scanner sc = new Scanner(System.in); 

int ban; 

int koku; 

int su; 

int kokukei=0; 

int sukei=0; 

int nin=0; 

int kokuhei; 

int suhei; 

System.out.println("番号を入力してください"); 

ban = sc.nextInt() ; 

while(ban !=0 ){ 

      System.out.println("国語を入力してください"); 

      koku = sc.nextInt(); 

      System.out.println("数学を入力してください"); 

      su = sc.nextInt();; 

      kokukei = kokukei + koku; 

      sukei=sukei+su; 

      nin = nin + 1; 

      System.out.println("番号を入力してください"); 

      ban = sc.nextInt() ; 

} 

kokuhei = kokukei / nin ; 

suhei = sukei / nin ; 

System.out.println("国語の平均は" + kokuhei); 

System.out.println("数学の平均は" + suhei); 

}                                                    

}          

 
 
 

 

はじめ 

 

 

banを入力 

 

 

ループ 

番号！＝0の間 

 
kokuを入力 

 
 

suを入力 

 
kokukei  +  koku 

  → kokukei 

 

sukei  +  su 

     → sukei 

 

nin ＋ １ 

     → nin 

 
banを入力 

 

 

ループ 
 

 
kokukei ／ nin 

   → kokuhei 

 

sukei ／ nin 

     →suhei 

 

kokuheiを 

表示 

 

suheiを 

表示 

 
おわり 
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実習課題３ 割引料金の計算（条件判定・ダウントータル） 

 

年齢、料金をキーボードから入力し、正規料金合計、割引料金合計、総料金合計を表示する。 

 

１ 入力データ 

年齢 料金 

×× ×× 

 

２ 処理条件 

（１）キーボードからデータを入力し、999 で終了する。 

（２）結果を実行結果のようにディスプレイに表示する。 

  12 歳以下は正規料金の半額とする。 

 

３ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 変数 

年令    料金           正規料金計 割引料金計 総合計 

nenrei   ryoukin   seiki          waribiki          goukei 

int        int              int             int               int 

 

 

 

 

 

 

 

５ 流れ図とコーディング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢を入力してください 

16 

料金を入力してください 

500 

正規料金です 

 

年齢を入力してください 

10 

料金を入力してください 

500 

割引料金です 

 

年齢を入力してください 

999 

 

正規料金合計500 

割引料金合計250 

総合計750 

 

import java.util.Scanner; 

public class  kadai3 { 

public static void main(String[] args) { 

Scanner sc = new Scanner(System.in); 

int nenrei; 

int ryoukin; 

int seiki = 0; 

int waribiki = 0; 

int goukei = 0; 

System.out.println("年齢を入力してください"); 

nenrei = sc.nextInt(); 

while( nenrei != 999 ){ 

System.out.println("料金を入力してください"); 

ryoukin = sc.nextInt(); 

if( nenrei >= 13 ){ 

System.out.println("正規料金です"); 

seiki = seiki + ryoukin; 

; 

}else{ 

System.out.println("割引料金です"); 

waribiki = waribiki + (ryoukin/2); 

 
} 

System.out.println("年齢を入力してください"); 

nenrei = sc.nextInt(); 

} 

goukei = waribiki+seiki; 

System.out.println("正規料金合計"+seiki); 

System.out.println("割引料金合計"+waribiki); 

System.out.println("総合計"+goukei); 

} 

} 

 
 

ループ 

はじめ 

 
nenreiを 

入力 

 

ループ 

nenrei！＝999の間 

 

 

ryoukinを入力 

 

 

  

nenrei >= 13        No 
 
 

Yes 

 

正規料金です       割引料金です 

 

 
seiki + ryoukin    waribiki +  

→ seiki            ryoukin / 2 

→ waribiki 

 
nenreiを 

       入力 

 
ループ 

 

 

 

waribiki ＋  seiki  

  → goukei 
 

 

seiki 

waribiki 

goukeiを表示 

 

おわり 
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実習課題４ ガソリン価格の最高値と最安値（最大値と最小値） 

 

日付ごとのガソリン価格のデータをキーボードから入力し、最高値と最安値およびその日付を表示する。 

 
１ 入力データ              ２ 実行結果：例 

日 

hi 

ガソリン価格 

kakaku 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）入カデ一タは1リツトルあたりの価格である。 

（２）曰付に99が入カされたら,最高値と最安値を記録した日付,最高値と最安値を表示する。 

   最高値または最安値を記録した日が複薮ある場合には,後から入カした曰付を表示する。 

 

 

４ 変数 

日 ガソリン価格 最高値   最安値 最高値の日 最安値の日 

hi kakaku     maxPrice   minPrice hiMax      hiMin 

int        int              int         int           int       int 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 流れ図とコーディング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

import java.util.Scanner; 

public class  kadai4{  

   public static void main( String[] args ) { 

     nt hi,kakaku; 

     int hiMax=0; 

     int hiMin=0; 

     int maxPrice=0; 

     int minPrice=999; 

     Scanner sc=new Scanner(System.in); 

     System.out.print("日付を入力:"); 

     hi=sc.nextInt(); 

     while (hi !=99){ 

       System.out.print("価格を入力:"); 

       kakaku=sc.nextInt(); 

       if(maxPrice<=kakaku){ 

         hiMax=hi; 

         maxPrice=kakaku; 

        } 

       if(minPrice>=kakaku){ 

         hiMin=hi; 

         minPrice=kakaku; 

       } 

       System.out.print("日付を入力:"); 

       hi=sc.nextInt(); 

      }  

     System.out.println("(最高値)" + hiMax + "日" + maxPrice +"円"); 

     System.out.println("(最安値)" + hiMin + "日" + minPrice +"円"); 

     sc.close(); 

   } 

} 

  

  

  

  

 

 

０ → maxPrice 

999 → minPrice 

hiを入力 

ループ 

hi<>99の間 

kakakuを入力 

maｘPrice<=kakaku 

hi → hiMax 

kakaku → maxPrice 

minPrice >= kakaku 

hi → hiMin 

kakaku → minPrice 

hiを入力 

ループ 

hiMax maxPrice 

を表示 

hiMin minPrice 

を表示 

曰付を入力：１ 

価格を入力：１６０ 

曰付を入力：２ 

価格を入力：１６１ 

 

    （途中省略） 

 

曰付を入力：３０ 

価格を入力：１５９ 

曰付を入力：９９ 

 

(最高値)  ２日  １６１円 

(最安値）２８日  １５８円 
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実習課題５ 成績の入力と集計（最大値と最小値） 

 

番号」「点数」をキーボードから入力し、合計点・平均点・最高点・最低点・成績優秀者の人数を求めて実

行結果のように表示する。 

 

 

１ 入力データ               ２ 実行結果：例 

番号 

ban 

点数 

ten 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）80点以上は成績優秀者としてカウントする 

（２）最高点・最低点で同点がいた場合は、最初に入力されたデータを最高・最低とする 

（３）番号に９９が入力されたら処理を終わる 

 

４ 変数 

番号 点数 合計 人数 平均 優秀者 

ban ten gokei nin heikin yusyu  

int int int int double int 

 

最高 最高の番号 最低 最低の番号 

max maxban      min minban  

int int      int int 

 

 

 

 

５ 流れ図 

 

0→nin 

0→gokei 

 
 

0→max 

999→min 

 

0→maxban 

0→minban 

 

 

0→yusyu 

 

 
データを読んで 

ban  tenに記憶 

 

ループ 

ban !=99の間 

 

 

点数を入力 

 

 

gokei + ten 

 → gokei 

 

 

nin + 1 

   →nin 

 

 

ten>=80 

  

 
 

yusyu + 1 

→yusyu 

  

 max<=ten 

 

 

ban→ 

  maxban 

 

 

ten→max 

 

 

 

 

 min>=ten 

 

 
 

ban→ 

  minban 

 

 

ten→min 

 

 

 

番号を入力 

 

 

  ループ 

 

 

gokei / nin 

  →heikin 

 

 

gokeiを 

表示 

 

 

heikinを 

    表示 

 

maxを 

    表示 

 

minを 

    表示 

 

 

yusyuを 

    表示 

番号を入力：１ 

点数を入力：１００ 

番号を入力：２ 

点数を入力：７０ 

番号を入力：３ 

点数を入力：４０ 

番号を入力：４ 

点数を入力：８０ 

番号を入力：５ 

点数を入力：７９ 

番号を入力：９９ 

------------------ 

（合計）３６９点 

（平均）７３．０点 

（最高）１番１００点 

（最低）３番４０点 

（成績優秀者）２人 
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実習課題６ 売上一覧表（ＣＳＶファイルの読み込み） 
 

支店ごとの2カ月分の売上データを読み、1月と2月の合計を求め、実行結果のように表示する。 

 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（uriage.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と2月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

 

４ 出力設計 

(               )一 覧 表

(               )d d s s s s s d d d d d d d d d

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

店 合 計月 2 月名 1

売 上

NO 舗

者作 成 ×× × × ×

 
 

５ 変数 

番号 支店名  1月  2月   計 

ban   mei      tuki1   tuki2    kei 

int   String   int     int      int 

 

 

 

 

 

６ 流れ図とコーディング 

 

import java.io.*; 

import java.util.Scanner; 

public class ka6{ 

public static void main(String[] args) throws  

IOException{ 

System.out.println("   売上一覧表    作成者×××"); 

System.out.println 

("  No  店舗名             1月       2月      合計"); 

BufferedReader fileIn= 

new BufferedReader(new FileReader("uriage.csv")); 

String line; 

while((line=fileIn.readLine())!=null){ 

String[] str=line.split(","); 

int ban=Integer.parseInt(str[0]); 

String mei=str[1]; 

int tuki1=Integer.parseInt(str[2]); 

int tuki2=Integer.parseInt(str[3]); 

int kei=tuki1 + tuki2; 

System.out.printf 

("  %2d  %-5s   %,3d   %,3d   %,3d \n" 

,ban,mei,tuki1,tuki2,kei); 

} 

fileIn.close(); 

} 

} 

 

 

 

 

 

 

          ファイル名：uriage.csv 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 

 

    売上一覧表                    作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計 

   1  曙支店           100        90       190  

   2  神楽支店           80       100       180     

   3  神楽岡支店         100       140       240     

   4  春光支店           60        60       120     

   5  永山支店           75        70       145     

   6  末広支店           80        90       170     

   7  東光支店           90        90       180     

   8  忠和支店          100       100       200    

 

    はじめ 

 

 

    

大見出し 

 

   

    

 

小見出し 

 

 
 

   ループ 

 データがある間 

 
 

     データを読んで 

       ban  mei  

      tuki1  tuki2 

に記憶 

 
 

 tuki1 + tuki2 

     → kei 
 

 
 

  ban mei  

tuki1  tuki2 

keiを表示 

 

 

   ループ 

 

 

 

 

   おわり 
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実習課題７ 売上一覧表（条件分岐） 

 

支店ごとの2カ月分の売上データを読み、1月と2月の合計を求め、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（uriage.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と2月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

（４）「判定」は1月より2月が多ければ「増加」、1月より2月が少なければ「減少」 

   1月と2月が同額の場合は「同じ」と表示する 

 

４ 出力設計 

(               )一 覧 表

(               )d d s s s s s d d d d d d d d d s s

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

合 計 判 定2 月1 月NO 店 舗 名

× × × × ×売 上 作 成 者

 
 

５ 変数 

番号 支店名  1月  2月   計  判定  

ban   mei      tuki1   tuki2    kei    hantei  

int   String   int     int      int    String  

 

 

 

 

６ 流れ図とコーディング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   追加部分のコーディング 

if (tuki1 < tuki2){ 

  hantei="増加"; 

}else if (tuki1 > tuki2){ 

  hantei="減少"; 

}else{ 

  hantei="同じ"; 

} 

 

          ファイル名：uriagr.csv 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 

 

    売上一覧表                         作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計   判定 

   1  曙支店           100        90       190    減少 

   2  神楽支店           80       100       180      増加 

   3  神楽岡支店         100       140       240      増加 

   4  春光支店           60        60       120      増加 

   5  永山支店           75        70       145      減少 

   6  末広支店           80        90       170      増加 

   7  東光支店           90        90       180      同じ 

   8  忠和支店          100       100       200      同じ 

 

前の課題に追加

する処理 

    はじめ 

 

 

    大見出し 

 

 

    小見出し 

 
 

    ループ 

  データがある間 

 
     データを読んで 

       ban  mei  

      tuki1  tuki2に記憶 

 

  tuki1+tuki2 

      →kei 
 

 
                 NO 

   tuki1<tuki2 

 

    yes             tuki1>tuki2    No 

 

                  yes 

 

  "増加"            "減少"            "同じ" 

    →hantei            →hantei         →hantei 
 

 
  ban mei tuki1 

  tuki2 kei hanteiを表示 

 

 

    ループ 

 

 
    おわり 
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実習課題８ 売上一覧表（ダウントータルと平均） 

支店ごとの2カ月分の売上データを読み、1月と2月の合計を求め、実行結果のように表示する。 

データを読み終わったら月ごとの合計と平均を表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：uriage.csv） 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（uriage.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と2月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

（４）「判定」は1月より2月が多ければ「増加」、1月より2月が少なければ「減少」 

   1月と2月が同額の場合は「同じ」と表示する 

（５）データを読み終わったら、「1月」「2月」「合計」の「全支店の合計」と「全支店の平均」を表示する 

 

４ 出力設計 

(               )一 覧 表

(               )d d s s s s s d d d d d d d d d s s

d d d d d d d , d d d

d d d d d d d d d

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

売 上 作 成 者 × × × × ×

NO 店 舗 名 1 月 2 月 合 計 判 定

計合

平 均

 
 

５ 変数 

番号  店舗名  １月  ２月   計   判定   １月計  ２月計  計の計 

ban mei tuki1 tuki2 kei hantei  gokei1  gokei2   gokei3 

 
 

件数  １月平均  ２月平均  計の平均 

kensu   hei1   hei2    hei3 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 

 

    売上一覧表                         作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計   判定 

   1  曙支店           100        90       190    減少 

   2  神楽支店           80       100       180      増加 

   

 

   8  忠和支店          100       100       200      同じ 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

      合計               685       740     1,425 

      平均                85        92       178 
 

    はじめ 

 

    gokei1 

,  0→gokei2,gokei3   

     kensu 

 

 

    大見出し 

 

    小見出し 

 
 

    ループ 

  データがある間 
 

     データを読んで 

       ban  mei  

      tuki1  tuki2に記憶 
 

  tuki1+tuki2 

      →kei 

 

  gokei1 + tuki1 

       →gokei1 

 

 

   gokei2＋tuki2 

      →gokei2 

 

   gokei3＋kei 

     →gokei3 

 

   kensu＋１ 

     →kensu 

 

     A 

 

 

 

 
 

     A 
 

               NO 

   tuki1<tuki2 

 

    yes         tuki1>tuki2    No 

 

                 yes 
 

  "増加"        "減少"        "同じ" 

    →hantei       →hantei      →hantei 
 

 
  ban mei tuki1 

  tuki2 kei hanteiを表示 

 

    ループ 

 

 
   -------表示 

 

 

  gokei1 / kensu 

      →hei1 

 

  gokei2 / kensu 

      →hei2 

 

  gokei3 / kensu 

      →hei3 

 
 

   gokei1,gokei2 

  gokei3 を表示 

 

   hei1,hei2 

   hei3 を表示 

 

    おわり 
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実習課題９ 売上一覧表（最大値と最小値） 

支店ごとの2カ月分の売上データを読み、1月と2月の合計を求め、実行結果のように表示する。 

データを読み終わったら月ごとの合計と平均と、1月と2月の合計の最高額と最低額をを表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：uriage.csv） 

 

 
 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（uriage.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と2月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

（４）「判定」は1月より2月が多ければ「増加」、1月より2月が少なければ「減少」 

   1月と2月が同額の場合は「同じ」と表示する 

（５）データを読み終わったら、「1月」「2月」「合計」の「全支店の合計」と「全支店の平均」を表示する 

（６）「各支店の1月と2月の合計」の最高額と最低額を求めて表示する 
 

４ 出力設計 
(               )一 覧 表

(               )d d s s s s s d d d d d d d d d s s

d d d d d d d , d d d

d d d d d d d d d

(               )

1 2 3 4(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

合 計

平 均

合 計 判 定2 月1 月NO 店 舗 名

× × × × ×売 上 作 成 者

最 高

最 低

dd d

d d d

 
５ 変数 

番号  店舗名  １月  ２月   計   判定   １月計  ２月計  計の計 

ban mei tuki1 tuki2 kei hantei  gokei1  gokei2   gokei3 

 
 

件数  １月平均  ２月平均  計の平均  最高額  最低額 

kensu   hei1   hei2    hei3        max       min 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   売上一覧表                         作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計   判定 

   1  曙支店           100        90       190    減少 

 

               

   8  忠和支店          100       100       200      同じ 

------------------------------------------------------------------------- 

      合計               685       740     1,425 

      平均                85        92       178 

      最高                                  240 

      最低                                   120 

    はじめ 

 

    gokei 

,  0→gokei2,gokei3   

     kensu 

 
 

    大見出し 

 
    小見出し 

 
 

    ループ 

  データがある間 
 

 

     データを読んで 

       ban  mei  

      tuki1  tuki2に記憶 

 

  tuki1+tuki2 

      →kei 

 
  gokei1 + tuki1 

       →gokei1 

 

 

   gokei2＋tuki2 

      →gokei2 

 

   gokei3＋kei 

     →gokei3 

 

   kensu＋１ 

     →kensu 

 
      A 

 

 
        A 

 
               NO 

    tuki1<tuki2 
 

    yes         tuki1>tuki2    No 
 

                   yes 
 

   "増加"        "減少"         "同じ" 

    →hantei       →hantei      →hantei 
 

 

                        No 

         kei > max 

      yes 

 

       kei → max 

 

 

 

       kei < min       No 

        yes 

 

       kei → min 

 
 

   ban mei tuki1 

   tuki2 keiを表示 

 

    ループ 

 

 
   -------表示 

 
 

  gokei1 / kensu 

      →hei1 

 

  gokei2 / kensu 

      →hei2 

 

  gokei3 / kensu 

      →hei3 
 

 

   gokei1,gokei2 

  gokei3 を表示 
 

   hei1,hei2 

   hei3 を表示 

 

   max の表示 

 

 

   minの表示 

 

    おわり 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 
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実習課題10 成績一覧表（実習6～9の復習） 

 

番号、氏名、ビ基、簿記の点数データを読み、実行結果のように表示する。 

データを読み終わったら科目ごとの合計と平均と、最高点と最低点をを表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：seiseki.csv） 
番号 

× 

氏名 

××××× 

ビ基 

××× 

簿記 

××× 

情処 

××× 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）成績データ（seiseki.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）３科目の点数から合計と平均を計算し、成績一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

（４）「判定」は平均が８０点以上ならば「A」、７０点以上ならば「B」、それ以外は「C」とする 

（５）データを読み終わったら、科目ごとの「合計」「平均」「最高点」「最低点」を表示する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

 
 

５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   成績一覧表                                 作成者××× 

番号  氏         名   ビ基  簿記  情処   合計   平均  判定 

   1  井上 奈月        87    94    99    280   93.3  A 

   2  大久保 知史      47    45    43    135   45.0  C 

   3  大坪 由宇        51    61    87    199   66.3  C 

   4  城戸 広司        78    46    74    198   66.0  C 

   5  倉持 真希        44    54    57    155   51.7  C 

   6  小寺 えみ        72    64    99    235   78.3  B 

   7  篠田 くるみ      54    76    63    193   64.3  C 

   8  柴崎 さやか      61    44    87    192   64.0  C 

   9  島 しぼり        51    54    85    190   63.3  C 

  10  杉浦 朝香        88    80    51    219   73.0  B 

  11  田口 ジョージ    77    59    57    193   64.3  C 

  12  西野 恵子        71    86    82    239   79.7  B 

  13  広末 麗奈        54   100    89    243   81.0  A 

  14  藤井 まさみ      98    55    54    207   69.0  C 

  15  柳田 光博        47    54    60    161   53.7  C 

              合  計   980   972 1,087  3,039 

              平  均  65.3  64.8  72.5  202.6 

              最高点    98   100    99    280 

              最低点    44    44    43    135 
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６ 流れ図 
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実習課題11 アパートの入居状況一覧表の作成（判定、最小値） 

 

賃貸アパートの入居状況が記録されたCSVデータを読み、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：ap.csv）   ２ 実行結果 

建物 戸数 空戸数 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 処理条件 

（１）入力データを読み,入居率(%)を次の計算式で求め,実行結果のように表示する。 

なお,備考は入居率(%)が90以上の場合は＊を表示する。 
 

入居率(%) ＝ ( 戸数 － 空戸数 ) × 100 ÷ 戸数 
 

（２）入力データが終了したら,戸数と空戸数の合計、最低入居率(%)、最低入居率(%)の建物名を表示する。

なお,最低は同じ入居率(%)があった場合,先に入力されたデータを優先する。 

（３）データにエラーはないものとする。 

 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50  
 

５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居状況一覧 

  建物                戸数   空戸数  入居率  備考 

  グリーンコーポ        10        2    80.0    

  １条ハイツ            12        1    91.7  * 

  ファミール曙          16        3    81.3    

  サニーコート          16        1    93.8  * 

  メゾン・グランデ      20        5    75.0    

  インペリアルコート    24        2    91.7  * 

  シャルール・メゾン    64        3    95.3  * 

------------------------------------------- 

  合計                 162       17 

  最低入居率           75.0 

  最低入居率の建物名   メゾン・グランデ   
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実習課題12 人口変動一覧表の作成（判定、最大値） 

 

北海道内の市町村人口のCSVデータを読み、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：jinko.csv）       ２ 実行結果 

市町村名 2014年の人口 2019年の人口 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）入力データを読み,増加率〈%)を次の計算式で求め,実行結果のように表示する。 
 

増加率(%)＝(2019年－2014年)×100÷2014年度 
 

（２）入力データが終了したら,増加率(%)が最大の市町村名,増加率(%)の最大,市町村数を表示する。 

なお,最大は同じ増加率(%)があった場合,先に入力されたデータを優先する。 

（３）データにエラーはないものとする。 

 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50  
 

５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口変動一覧 

  市町村名        2014年       2019年   増加率 

  ニセコ町         4,857        5,298      9.1 

  倶知安町        15,816       16,642      5.2 

  

 

 

  東神楽町        10,050       10,321      2.7 

  東川町           7,948        8,382      5.5 

  留寿都村         1,905        2,047      7.5 

------------------------------------------- 

  増加率が最大の市町村名 占冠村       

  最大増加率   23.6 

  市町村数      10 
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実習課題13 旭川空港の就航率一覧表の作成（判定、最大値、最小値） 

 

旭川空港の就航状況が記録されたCSVデータを読み、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：syuuko.csv） ２ 実行結果 

年 便数 欠航 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 処理条件 

（１）入力データを読み,就航率〈%)を次の計算式で求め,実行結果のように表示する。 
 

就航率(%)＝運航×100÷便数 
 

（２）就航率が99％以上の年には★印を表示する 

（３）入力データが終了したら,就航率(%)が最高の年とその年の就航率(%)、就航率(%)が最低の年とその 

年の就航率(%)を表示する。 

なお,最大は同じ増加率(%)があった場合,先に入力されたデータを優先する。 

（４）最後に就航率が99％以上の年をカウントして表示する。 

（５）データにエラーはないものとする。 
 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50  
 

５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川空港の就航率 

  年        便数   運航    欠航   就航率 

  H20    9,810       9,694   116   98.8    

  H21    8,982       8,936    46   99.5  ★ 

  H22   10,734      10,631   103   99.0  ★ 

  H23    9,418       9,324    94   99.0  ★ 

  H24    8,600       8,526    74   99.1  ★ 

  H25    7,850       7,750   100   98.7    

  H26    7,180       7,034   146   98.0    

------------------------------------------- 

  就航率が最高の年    H21  就航率 99.5 

  就航率が最低の年    H26  就航率 98.0 

  就航率99％以上の年  4回 
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実習課題14 ビジネス文書検定一覧表の作成（判定、集計） 

 

ビジネス文書検定の成績が記録されたCSVデータを読み、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：wpdata.csv）    ２ 実行結果 

番号 氏名 筆記 文書 速度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）入力データを読み,実行結果のように表示する。 

（２）「判定」の基準は、次のとおりである。 

   ①筆記と文書がともに７０点以上で文書部門合格 

   ②速度が４５０文字以上で速度部門合格 

   ③文書部門と速度部門が両方合格ならば、２級合格 

（３）入力データが終了したら,２級合格者数および合格率、部門のみの合格者数を表示する。 

（４）データにエラーはないものとする。 

 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50  
 

５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネス文書検定成績                   作成者××× 

番号  氏         名   筆記  文書    速度   判    定 

   1  井上 奈月        86    95     460   ２級合格 

   2  大久保 知史      82    95     460   ２級合格 

   3  大坪 由宇        78   100     460   ２級合格 

  

 

 

  13  広末 麗奈        90    80     460   ２級合格 

  14  藤井 まさみ      96   100     459   ２級合格 

  15  柳田 光博        76    40     358    不合格 

---------------------------------------------------- 

  ２級合格者      10 名(合格率 66.7パーセント) 

  ２級文書部門合格者   2 名 

  ２級速度部門合格者   1 名 
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実習課題15 スィーツの商品別売上一覧表の作成（１次元配列） 
 

菓子店のスィーツ売上が記録されたCSVデータを読み、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：sweets.csv） ２ 実行結果 
月 

×× 

品番 

× 

売上数量 

××× 

 

 
 

 

 

 
 

 

３ 処理条件 

（１）月・品番・売上数量が記録されたCSVファイルを読み込む 

（２）配列hinMeiにはスィーツ名が、hinTanには単価が記憶されている 

（３）配列sukeiには商品ごとに売上数量を集計し、keinkeiには売上金額を集計する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）配列の添字は品番に対応している 

（５）データにエラーはないものとする 
 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50  
 

５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     はじめ 

 

 
 配列hinMei hinTan 

  にデータを記憶 

 

 
   ループ1 

  データがある間 

 
  データを読んで 

  tuki  ban  su に記憶 
 
 

 sukei[ban] + su 

      → sukei[ban] 

 
  sukei[0] + su 

       → sukei[0] 

 

 

kinkei[ban] + hinTan[ban] 

   * su → kinkei[ban] 

 
  kinkei[0] + hinTan[ban] 

   ＊su → kinkei[0] 

 

 

   ループ1 

 

 

 
 

      A 

 

 

 

 

       A 

 

 

     大見出し 

 

 

 

 

     中見出し 

 

 

 
    小見出し 

 

 
     ループ2 

 Pは１から１づつ増やし 

 ＜＝４の間 

 

 

   hinMei[p],sukei[p] 

   kinkei[p] を表示 

 

 

 

     ループ2 

 

 

 
 

   sukei[0],kinkei[0] 

  の表示 

 

 

     おわり 

  
（０） （１） （２） （３） （４） 

hinMei 
 

チーズケーキ 抹茶ムース ザッハトルテ ミルフィーユ 

 

hinTan 0 200 210 250 300 

 

sukei 
     

 

kinkei 
     

 

商品別売上集計表（１～６月) 

                      作成者  ××× 

  品名            数量     金額 

  チーズケーキ         146       29,200 

  抹茶ムース          164       34,440 

  ザッハトルテ         175       43,750 

  ミルフィーユ         118       27,140 

  計                   603      134,530 
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実習課題16 北海道のおみやげ通販売上表の作成（１次元配列と線形探索） 
 

ある通信販売サイトの北海道土産の売上が記録されたCSVデータを読み、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：miyage.csv） 
月 

×× 

商品コード 

××× 

売上数量 

××× 

 

２ 実行結果 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）月・品番・売上数量が記録されたCSVファイルを読み込む 

（２）配列hinBanに商品コード、hinMeiに商品名、hinTanには単価が記憶されている 

（３）配列skeiは商品ごとに売上数量を集計し、keinkeiは商品ごと売上金額を集計する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）割合は、次の式で求める   商品ごとの金額計×１００÷金額の総合計 

（５）貢献度は、割合が40%以上ならA、20%以上ならB、それ以外はCとする 

 

 

 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50  

５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

６ 流れ図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） 

hinBan 0 101 115 208 255 

  
 

hinMei 
 

チーズケーキ 抹茶ムース ザッハトルテ ミルフィーユ 

 

Tan 0 200 210 250 300 
             （０）    （１）     （２）      （３）      （４）     

skei 
     

 

kkei 
                    

 

 

 

北海道のお土産通販 売上集計 

                           作成者  ××× 

  品名         数量      金額   割合  貢献度 

  白い恋人           363        552,486     40.0    A 

  マルセイバターサンド     207        269,100     19.0    C 

  じゃがポックル        427        377,895     27.0    B 

  バターケーキ         247        165,490     12.0    C 

  計           1,244      1,364,971 

     はじめ 

 
 

    配列に 

   データを記憶 

 
 

     ループ1 

   データがある間 
   

    データを読んで 

    ban  su に記憶 
 
 

    １→n 
  

  

    ループ２  

    hinBan[n] ! = banの間 

 

       n + 1 → n 

  

    ループ 

 
 

    skei[n] + su 

   → skei[n] 

 

  skei[0] + su 

    → skei[0] 

 
 

    kkei[n]+Tan[n] 

     *su →kkei[n] 

 

    kkei[0]+Tan[n] 

     *su → kkei[n] 

 

    ループ1 

 

 

      A 

 

 

 

 

       A 

 
 

     大見出し 

 

 
 

     中見出し 

 

 

      小見出し 
 
 

     ループ3 

     Pは１から１づつ増やし 

     ＞＝4までの間 

 

      kkei[p]*100 /  

         kkei[0]  →wari 

 

 

           wari>=40            no 

 

                                 

          yes                       wari>=20          no 
 

                                         yes 

 

        "A" → kouken             "B" → kouken          "C" → kouken 

   

 

         明細を表示 

            hinMei[p]  skei[p] kkei[p]  wari  kouken 

 

     ループ3 

 

 

      skei[0],kkei[0] 

            の表示 

 

     おわり 
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実習課題17 観光ホテル予約状況（１次元配列と線形探索） 

 

観光ホテルの利用状況が記録されたCSVデータを読み、実行結果のように表示する。 

 

１ 入力データ（ファイル名：hotel.csv） 
施設コ 一ド 

×× 

日帰り客数 

××× 

宿泊客数 

××× 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）配列 codに施設コードを, 配列Meiに施設名を記憶する。なお、各配列は添字で対応している。 

 

 

 

 

 

 

入力データを読み、次の処理を行う。 

（２）施設コードをもとに配列 codを探索し、配列 Hkeiに曰帰り客数を、配列Skeiに宿泊客数を集計する。 

（３）Skei(0)は曰帰り客数と宿泊客数の総計用に利用する。また、Hkei、Skeiは codと添字で対応している。 

 

 

 

 

 

 

（４）入力データが終了したら, 次の処理を行う。 

   ①各施設の宿泊割合(%) を次の計算式で求める。 

    利用客数計 ＝ 日帰り客総計 ＋ 宿泊客数計 

    宿泊割合(%) ＝ 宿拍客総計 × 100 ÷ 利用客総計 

 

   ②施設名から備考までを実行結果のように表示する。 

    なお、備考は、宿'泊割合(%)が60%以上の場合◎を、40％以上60％未満の場合〇を 

    40%未満の場合△を表示する。 

 

（５）最後に, 総計を実行結果のように表示する。 

（６）データにエラーはないものとする。 

 

 

 

 

４ 出力設計 

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

(               )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50  
５ 変数 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） 

code 
 

101 201 301 401 501 601 
      

 

mei 
 

朝曰ホテル 旅人の宿 大雪ホテル 旭温泉 ホテル憩館 安らぎ旅館 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） 

hkei 
 

      
      

 

skei 
 

      

 

  施設名     日帰り客数計  宿泊客数計  宿泊割合（％）  備考 

朝日ホテル           19               33           63.0           ◎ 

旅人の宿             6                7           53.0           ◎ 

大雪ホテル           35               19           35.0           △ 

旭温泉              7               19           73.0           ◎ 

ホテル憩館           16               23           58.0           ◎ 

安らぎ旅館           18               28           60.0           ◎ 

総計                 101    129 
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６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   はじめ 

 

 配列Cod Meiを 

準備してデータを記憶 

 

 
 

  配列Hkei Skeiを 

準備してデータを記憶 

 

 
   ループ1 

  データがある間 

 
 

 データを読んで 

Scod  Hsu Ssuに記憶 

 
   １ → n 

 

 
 

   ループ2 

 Cod(n)<>Scodの間 

 

 

   n  +  1 →  n 

 

 

 

   ループ2 

 

 

 Hkei(n) + Hsu 

      →Hkei(n) 

 

 

 Skei(n) + Ssu 

      →Skei(n) 

 

 

    ループ1 

 

 
      Ａ 

 
 

     A 

 

 

    大見出し 

 

 

 

    小見出し 

 
 

    ループ3 

 pは1から1づつ増やし 

 p<=６の間 

 

  Hkei(p) + Skei(p) 

            → Rkei 

 

 Skei(p) ×100÷Rkei 

        → Swari 
 

 
      Swari >= 60           no 
 

 

      yes                          Swari>=40          no 

                          
 

                                   yes 

 

   "◎" → Biko                  "○" → Biko               "△" → Biko     

 

 

   Mei(p)  Hkei(p) 

  Skei(p) Swari  Bikoを表示 

 
Hkei(0) + Hkei(p) 

    → Hkei(0) 

 
 

Skei(0) + Skei(p) 

      → Skei(0) 

 
   ループ3 

 
 

   Hkei(0) Skei(0) 

      を表示 
 

 

     おわり 


